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特集
2019 年 4 月「教育学部こども教育学科」誕生！

総合学園内の連携による学びで「現場力」を身につける
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総合学園としての連携と多彩な地域連携   によるリアルな学び

地域連携

　昨年度から取り組みが開始され、子どもたちの身近にある「も
の」「こと」「ひと」を教材に、心も体もわくわくして自己表現でき
る子どもをめざす総合表現遊びが展開されてきました。
　今年度の第 8 回目は「みんなでつくろう たのしいかたち お
もしろいかたち」と題して実施されました。磁石でつながる数
学ブロック「マグ・フォーマー ®」を使って、子どもたちの自
由な発想で「まちづくり」をする内容です。「わーできたね」「す
ごいね」「きれいだね」などと声をかけながら、子どもたちの活
動を学生たちがサポートしました。

3じからのわくわくいろいろあそび（3、4年次）
「3じからのわくわくいろいろあそび」は、明日香村立
明日香幼稚園との連携により、大学教員の指導の下、
3，4年生の学生が企画した遊びを提供し、園児の健
やかな成長に寄与しようという取り組みです。

■ 【公開講座】教育学部こども教育学科開設記念
こども学講座「新しい教育のシステムと乳幼児への保育・教育」を開催しました

　帝塚山大学では、現代生活学部子育て支援センター「まつぼっ
くり」の地域貢献の一環として、「こども学講座」を開催してい
ます。
　今回のこども学講座は、2019 年 4 月に設置する教育学部こ
ども教育学科開設記念として開催しました。10 月 20 日 18 号館
4 階大講義室にて、保育者の方々に、保育所保育指針・幼稚園
教育要領・幼保連携型認定こども園の施行に伴い必要となった
新たな内容について理解を深めていただくことを目的として、
現代生活学部こども学科の清水益治教授（専門分野：認知心理

学、保育心理学）が、「新しい教育のシステムと乳幼児への保育・教育」と題して講演しました。地域の保育所・
幼稚園・認定こども園に勤務される先生方や、こども学科を卒業後、保育の現場で活躍する卒業生を合わせ、
約 50 名の方々に参加いただきました。

■ 【学生コンサート】教育学部こども教育学科開設記念
「帝塚山大学 Student Concert」を開催いたします。

　学生たちが頑張る学友の姿をお互いが認め合い、刺激し合
い、意識の向上を図ることを目的として『帝塚山大学 Student 
Concert』を開催いたします。これまで学生たちが学内外で学
んできた音楽分野の取り組みを、舞台の上で発表します。

［出演者］現代生活学部こども学科 在学生
［会　場］学園前ホール（奈良市西部会館市民ホール）
［日　時］2019 年 1 月 29 日（火）14：30 開場　15 時開演
　　　　（終演予定時刻 17 時）

［演　目］�ピアノ独奏・声楽独奏・合唱・器楽アンサンブル・重
唱・こどものうた・手遊び・音楽表現

※一般の方は、参加申し込みが必要です。申し込み・問い合せメールアドレス：kyoiku@jimu.tezukayama-u.ac.jp
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総合学園としての連携と多彩な地域連携   によるリアルな学び

総合学園内連携

　帝塚山小学校で行われた観察実習では、教頭先生から帝塚山小学
校の歴史や教育方針について説明を受けた後、小学校教育に新たに
盛り込まれた英語教育やプログラミング教育を学ぶため、英語教室
とコンピュータ室を見学しました。その後、約10名ずつに分かれ、
2年生、3年生、5年生の教室において、授業の様子を観察しました。
　参加した学生たちは真剣にメモを取り、終了後には相互にまと
めた内容について意見交換していました。トライアル実習の前の
週には幼稚園での観察実習を実施し、次の週の大学での授業で
は、観察したことをロールプレイによって再現することで、トラ
イアル実習の振り返りを行います。

総合学園内連携

　毎週木曜日の 10 時～ 12 時、センターの施設を開放し、親子で
楽しみながら自由に遊ぶ機会を提供しています。リフレクション
実習は、この「つどいの広場」に大学１年生が参加し、各自が立
案した指導案に沿って遊びを展開する実習です。その一部は、隣
接する観察室から操作されるカメラによって 2 つの方向から録
画されます。
　参加実習を終えた後、録画の書き起こしをすることによって、
子どもの行動を客観的に見たり、自分の関わりを客観的に振り返
る力を身につけます。

トライアル実習（1年次）
「トライアル実習」は、大学１年次から保育・教育の
現場を知るために、帝塚山幼稚園、帝塚山小学校と
の連携によって行う実習です。

リフレクション実習（1年次）
「リフレクション実習」は、併設の子育て支援センター
「まつぼっくり」の中で、学生が幼乳児や保護者と触
れ合う体験について、DVD録画を活用して自己の関
わりを振り返り、再検討する実習です。

■ 教職支援センター「即戦力養成講座」スタート
　2018 年 10 月より『教職支援センターによる第 3 期「即戦力養成講座」～教員採用試験合格から教育現場での
即戦力を養成～「いい先生になろう！」』がスタートしました。11 月には「学校教育コース」「幼児教育コース」共
に集団面接〈基礎編〉として、志望動機や自己 PR を学び、実技〈基礎編〉として、「学校教育コース」では板書基礎
やロールプレイング、「幼児教育コース」ではピアノ、絵本読み聞かせなども学びました。1 月～ 3 月には、両コー
ス共に集団面接〈応用編・実践編〉として、教育課題や保護者対応、場面指導などの内容で行われます。そして、
実技〈応用編・実践編〉として、「幼児教育コース」はピアノ、絵本読み聞かせのレベルアップを図り、新たに紙芝
居やエプロンシアター、ジャンボ絵本、パネルシアターなどに挑戦します。「学校教育コース」は、模擬授業基礎や
集団討議、板書基礎なども学び、採用試験合格と現場での即戦力となる講座が進められます。

10月〜 11月 12月〜 1月 2月〜 3月 4月〜 6月 7月〜 9月

幼児教育コース
オリエンテーション
集団面接〈基礎編〉

集団面接〈応用編〉
実技〈基礎編〉

集団面接〈実践編〉
実技〈応用編〉

集団・個別面接〈即戦力の養成編〉
集団討議、実技〈実践編〉

直前対策

学校教育コース
オリエンテーション
集団面接〈基礎編〉

集団面接〈応用編〉
集団討議〈基礎編〉、模擬授業等

集団面接〈実践編〉
集団討議〈応用編〉、模擬授業基礎

集団面接〈即戦力の養成編〉
集団討議〈実践編〉、模擬授業実践

直前対策

教員採用試験合格者の声 （こども学科4年生）
淺野 明日香さん（奈良県教育委員会内定）
　実習を通して、実際の授業に触れ、自分の欠点を
発見し、子どもたちとの関わり方を改善していくこ
とができました。即戦力養成講座では、課題をクリ
アするたびに自分の引き出しが増えていくことを実
感できました。また、現役の小学校教諭からのアド
バイスもいただけて、働いてからも役立つ実践的な
学びが得られました。

戸田 大輔さん（京都市教育委員会内定）
　実習では、気になったことを先生方に質問でき、
保護者の方からは子育ての思いや悩みを聞くことが
できました。即戦力養成講座では、一つひとつ丁寧
にご指導いただき、自信をもって本番に臨めました。
社会人としてのマナーや言葉遣い、身だしなみの大
切さも教わり、教員採用試験に活かせただけでなく、
これからの教師人生におおいに役立つと思います。
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これまで大学で経験したことのある授業形態（複数選択可）
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グループワークなどの協同作業をする授業

プレゼンテーション（発表）の機会を取り入れた授業

提出物に教員からのコメントが付されて返却される授業

ディスカッションの機会を取り入れた授業

実験や調査の機会を取り入れた授業

教員と双方向のやりとりがある授業

教室外で体験的な活動や実習を行う授業

上級生や下級生とやりとりがある授業
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アクティブ・ラーニングとは？�［ Key Word ］

教員による一方向的な講義形式の教育とは異なり、学
修者の能動的な学修への参加を取り入れた教授・学習
法の総称です。国の施策においても、社会が急激に変化
する中、先の見え難い時代を生きる学生に対し、大学は

「生涯学び続け、主体的に考える力」の育成が求められて
おり、それを実現するための方法のひとつとして、アク
ティブ・ラーニングが注目されています。

< 参考資料 >
中央教育審議会「新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて 

　～生涯学び続け、主体的に考える力を育成する大学へ～（答申）」2012 年

授業でわからなかったことは、自分で調べる

授業で興味をもったことについて
自主的に学習する

授業とは関係なく、
興味をもったことについて自主的に学習する

グループワークやディスカッションで
自分の意見を言う

自分の意思で継続的に学習する

授業でわからなかったことは先生に質問する

授業の復習をする

授業の予習をする

授業への取組姿勢・態度（複数選択可）

（％）0 10 20 30 40 50 60 70 80

帝塚山大学
ベネッセ調査

図2
75.9%

68.6%

67.9%

63.2%

61.2%

54.7%

53.1%

44.2%

※％は「とても＋まああてはまる」の計
平成30年度前期「学習行動調査」

（参考）ベネッセ教育総合研究所「第3回大学生の学習・生活実態調査報告書」2016年

平成30年度前期「学習行動調査」

※1 �IRとはInstitutional Research（インスティチューショナル・リサーチ）の略称で、
大学の教育・研究などに関する情報の収集・分析を通して、大学の経営に関する
意思決定や、教育の改善のための計画策定などの支援を行うことを指します。

プレゼンテーションや質疑応答でアクティブ・ラーニングを実践する学生
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本
学
で
は
、
入
学
か
ら
卒
業
ま
で
の
大
学
生
活
４
年
間
を
通
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て
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ま
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、
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析
し
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き
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間
中
1・
週・
間・
あ・
た・
り・
の
授
業
時
間

外・
の
学
習
時
間
」
に
つ
い
て
、
73
・
6
％
の
学
生
が

「
5
時
間
以
下
」
と
回
答
し
ま
し
た
。
全
国
的
に
学

習
時
間
が
少
な
い
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
本

学
で
も
同
様
に
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

経
年
的
に
見
る
と
僅
か
ず
つ
で
は
あ
る
も
の
の
、

「
6
時
間
以
上
」
の
学
生
の
割
合
が
増
え
つ
つ
あ
り

ま
す（
図
3
）。

　

こ
の
結
果
に
つ
い
て
、
向
井
篤
弘
副
学
長
・
情
報

教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
長
は「
学
生
の
学
習
時
間
の
確

保
に
向
け
、
自
習
室
等
、
ハ
ー
ド
面
の
整
備
を
充
実

さ
せ
る
と
と
も
に
、ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る
教
育
支

援
シ
ス
テ
ム『
T
A
L
E
S
』
の
活
用
等
、
ソ
フ
ト

面
に
お
い
て
も
学
生
の
主
体
的
な
学
び
を
促
進
す

る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
取
り

組
み
に
よ
り
徐
々
に
改
善
さ
れ
て
き
て
い
る
と
は

い
え
、前
頁
の『
授
業
へ
の
取
組
姿
勢
・
態
度
』で
は
、

『
予
習
・
復
習
を
す
る
』
と
回
答
し
た
学
生
が
全
体

の
4
～
5
割
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
継
続
的

に
、
学
生
の
学
習
時
間
の
確
保
に
向
け
、
そ
の
方
策

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
」と
コ
メ
ン
ト
し
て

い
ま
す
。

身
に
つ
い
た
力
と
大
学
へ
の
満
足
度

■ �「
こ
れ
ま
で
身
に
つ
い
た
力
」
の
順
位

に
変
化

　
「
こ
れ
ま
で
身
に
つ
い
た
と
思
う
力
や
知
識
」
に

つ
い
て
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
上
位
3
項
目
は
、
主
体

『
品
格
の
あ
る
大
学
づ
く
り
』を
念
頭
に
、
学
生
が
本

学
に
入
学
し
て
良
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
な
大
学
を

め
ざ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」と
の
コ
メ
ン
ト

が
あ
り
ま
し
た
。

　

誌
面
の
都
合
上
、
全
て
の
調
査
結
果
を
掲
載
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
抽
出
さ
れ
た

テ
ー
マ
や
課
題
に
つ
い
て
、
今
後
、
大
学
と
し
て
さ

ら
に
検
証
を
重
ね
、
改
善
へ
と
繋
げ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

今
夏
も
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
い
た
し
ま
し

た
。
保
護
者
の
皆
様
に
は
ご
協
力
い
た
だ
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま

し
た
貴
重
な
ご
意
見
は
本
学
の
教
育
お
よ
び
学
生
支

援
の
充
実
・
改
善
策
を
検
討
す
る
た
め
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

主体性

実行力

傾聴力

計画力

専門的知識

課題発見力

規律性

ＩＴスキル

発信力

外国語

 これまで身についたと思う「力」や「知識」（複数選択可）図4
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22.9% 55.0% 22.1%

55.1% 23.2%

52.2% 24.0%

50.5% 26.4%

授業開講期間中１週間あたりの授業時間外の学習時間
（ひとつ選択）

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

 帝塚山大学への満足度（ひとつ選択）図5

21.2%

50.4%

20.7%

7.7%

満足
している

まあ
満足している

あまり
満足して
いない

まったく
満足して
いない

学
習
行
動
調
査
実
施
概
要
：
前
期
は
2
年
生
以
上
の
在
学
生
、

後
期
は
在
学
生
全
員
を
対
象
。w
e
b
に
よ
る
各
期
の
授
業
科
目

の
履
修
登
録
画
面
に
ア
ン
ケ
ー
ト
設
問
が
自
動
表
示
さ
れ
、そ
の
場

で
入
力
。回
答
者
数・率【
前
期
】2
3
8
6
名（
男
子
1
2
2
0

名・女
子
1
1
6
6
名
）、97・7
％
。【
後
期
】3
2
3
0
名（
男
子

1
6
7
0
名・女
子
1
5
6
0
名
）、92・7
％
。

※2 日本経済団体連合会「高等教育に関するアンケート結果」2018年

平成30年度後期「学習行動調査」

平成30年度後期「学習行動調査」

平成30年度後期「学習行動調査」

性（
43
・
0
％
）、
実
行
力（
29
・
9
％
）、
傾
聴
力

（
23
・
8
％
）の
順
と
な
り
、
昨
年
の
上
位
3
項
目「
主

体
性
・
実
行
力
・
計
画
力
」
か
ら
変
動
が
あ
り
ま
し

た（
図
4
）。
一
方
、
下
位
３
項
目
は
、
外
国
語（
8
・

0
％
）、
発
信
力（
15
・
2
％
）、
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル（
17
・

6
％
）
で
昨
年
と
順
位
は
変
わ
ら
な
い
も
の
の
、
経

年
的
に
見
る
と
、
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
が
年
々
、
高
ま
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
飛
世

副
学
長
は「
経
団
連
の
調
査
結
果　
　

に
よ
る
と
、
産

業
界
が
大
学
等
卒
業
時
に
学
生
に
身
に
つ
け
て
い
る

こ
と
を
特
に
期
待
す
る
資
質
・
能
力
・
知
識
と
し

て
、『
主
体
性
』
と『
実
行
力
』
が
高
い
ポ
イ
ン
ト
を

示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
調
査
で
は『
課
題
設
定
・

解
決
能
力
』 

が
前
回
調
査
と
比
較
し
て
高
い
順
位

と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
学
生
に

は
、『
主
体
性
』や『
実
行
力
』は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

社
会
で
求
め
ら
れ
る
力
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
身
に
つ
け

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」と
コ
メ
ン
ト
し

ま
し
た
。

■ �「
帝
塚
山
大
学
へ
の
満
足
度
」
は
昨
年

並
み
の
数
値

　
「
帝
塚
山
大
学
に
満
足
し
て
い
る
か
」
を
尋
ね
る

質
問
に
対
し
て
、「
満
足
し
て
い
る
」「
ま
あ
満
足
し

て
い
る
」と
回
答
し
た
割
合
は（
図
5
）の
と
お
り
合

計
71
・
6
％
で
ほ
ぼ
昨
年
並
み
の
数
値
で
し
た
。
こ

れ
に
つ
い
て
、
蓮
花
一
己
学
長
は「
本
学
の
教
育
や

学
生
支
援
の
取
り
組
み
に
対
す
る
総
合
的
な
評
価
と

し
て
学
生
の
満
足
度
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
今

年
は
学
生
・
教
職
員
に
帝
塚
山
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス

の
素
晴
ら
し
さ
を
再
認
識
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う

目
的
で
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
風
景
写
真
を
募
る『
帝
塚

山
大
学
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
』
を
開
催
し
、
予
想
を

上
回
る
3
0
0
点
も
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
今

後
も
大
学
が
標
榜
す
る『
実
学
の
帝
塚
山
大
学
』
や

※
2
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奈良・東生駒、学園前の両キャンパスの学部・大学院にお
ける取り組みを紹介します。

CAMPUS REPORT

キャンパスレポート

SPECIAL CAMPUS REPORT　経営学部  経営学科

おもてなしの心を学んでいます
特殊講義（エアラインホスピタリティ）では2年生以上の学生を対象に、ANA（全日本空
輸株式会社）でキャビンアテンダントを務めた講師が、航空会社が長年蓄積してきた「お
もてなしの心」をもとに、ホスピタリティに関する授業をしています。モノがあふれかえ
る現代、日常生活はもちろん、産業界でも心の重要性が高まって来ています。授業では航
空運送事業を例に、ホスピタリティ産業の現状を現場の声を交えながら解説していきま
す。そして、マナー講座も取り入れ、相手が受ける感じの良さや相手を思いやる心を伝え
る術を学べる内容となっています。この授業を通じて、学生たちが即戦力を身につけ、社
会に出た際、それを活かしてくれることを期待しています。

株式会社呉竹前社長 綿谷基氏による講演会を開催文学部 日本文化学科
帝塚山学園同窓会と文学部の連携企画として、10月26日に、株式会社呉竹前社長で帝塚山学園同窓会
長でもある綿谷基氏による講演会を開催しました。綿谷氏からは、奈良県の伝統産業である製墨業の歴
史に始まり、新商品開発にまつわるさまざまな苦労、社会状況・市場の変化に応じた経営改革や新たな
事業展開など、経営者ならではの視点から貴重なお話を伺うことができました。就職活動に向けて学生
時代に心がけておくべきことや、働きやすい環境づくりにあたっての工夫など、学生たちから寄せられ
た数多くの質問にも丁寧にご対応くださり、時間いっぱいまで熱気に包まれた講演会となりました。

「証券外務員資格」に合格しました！経済学部 経済学科
銀行や証券会社などの金融機関で、金融商品取引業務を行うために必要な資格の一つに「証券外務員資
格」があります。経済学部の中嶋ゼミでは、この資格取得にも力を入れています。ゼミの学生たちに証券
外務員資格のテキストを用いて学習させ、練習問題にも取り組み試験対策を指導していますが、その成
果として、3年生の郟 韵笛（コウ インテキ）さん[出身：中華人民共和国]が、二種外務員資格試験（4月）
と一種外務員資格試験（10月）、両方の試験に同年中に合格しました。郟さんは卒業後、日本の証券会社
へ就職を希望しており、「この資格を就職活動と仕事に活かしていきたい」と抱負を語ってくれました。

古民家再生プロジェクトへの参加文学部 文化創造学科
文化創造学科では、河口充勇教授担当クラスの「文化創造演習」を中心に、学生有志が奈良県東部の
山添村での古民家再生プロジェクト（「農泊」を基軸とした観光まちづくり）に参加し、古民家リノ
ベーションに向けた清掃活動やフィールドワークを通した食のコンテンツ探しなど、さまざまな役
割を担っています。今夏には、山添村にて合宿を行い、2 日間にわたって、プロの庭師の指導の下、
しばらく空き家になっていた古民家の庭や道を再生させる作業を体験しました。この古民家は、宿
泊施設に生まれ変わる予定です。

TEZUcafe（テヅカフェ）大塔カレーパンが交流創造賞を受賞現代生活学部 食物栄養学科
道の駅のグルメナンバーワンを決定する「第 3 回 道 -1 グランプリ」が 9 月 23 日・24 日に京丹後市

「食のみやこ」にて開催され、河合ゼミが運営する 「吉野路大塔 学生レストラン TEZUcafe（テヅカ
フェ）」が参加しました。地元食材のジビエを使った「大塔カレーパン」が見事「交流創造賞」を受賞
しました。このカレーパンは五條市の協力のもと、地元の人気パン工房ヤムヤムと共同開発したも
ので、開発から製造、販売までを学生が主体となって関わり、学生にとっては日頃の学びを実践する
貴重な経験となりました。
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大阪刑務所の施設を参観しました

廃校校舎の再活用プロジェクトスタート！

多岐にわたる心理学を主体的に学ぶ！

保育所実習報告会を行いました

法学部 法学科

現代生活学部 居住空間デザイン学科

心理学部 心理学科

現代生活学部 こども学科

８月９日、特殊講義「矯
正 学 」の 一 環 と し て、
大阪刑務所の施設を参
観しました。心理学部
と合同で行われたもの
で、刑務所等の矯正施
設の現状、社会的役割
を理解し、犯罪者や非
行少年の処遇について

学ぶことを目的としています。当日は心理学部の花田准教授が引
率し、法学部の松岡客員教授、岡本教授も同行しました。刑務所
では、施設を参観後、分類審議室長より受刑者が入所してから社
会復帰するまでの処遇の流れについてご説明いただきました。11
月 27 日には京都拘置署長による刑務官実務講座も実施しました。

平成 14 年に統合により
閉校した西豊小学校（奈
良県山添村）の校舎再
活用を考えるプロジェ
クトがスタートしまし
た。奈良県地域振興部
奥大和移住・交流推進
室と山添村の地域振興
課の協力を得て、9 月に

は辻川学科長、小菅准教授、岡田講師の指導のもと、3 年生の能島
優仁さん、古田麻衣さん、村田天楽さん、安田昌広さんの 4 名の学
生が現地調査を行い、10 月には奈良・学園前キャンパスにて、県
と村に対して廃校校舎の再活用の提案会議を行いました。今後、
キックオフイベントに向けた空間の整備を進めて行きます。

1年生開講必修科目の
「心理学基礎演習Ⅰ・
Ⅱ」では、学生たちが、
担当教員の専門とする
領域の心理学につい
て、現在注目されてい
るアクティブ・ラーニ
ング形式で受講し、主
体的かつ双方向的に学

んでいきます。学習心理学がテーマの演習では、学習心理学の
知識に基づいて実際にラットに新しい行動を学習させるという

「シェイピング実習」にチャレンジしています。心理学部では多
岐にわたる心理学を、基礎の時点から座学だけではなく、体験
を通しても学ぶことができます。

8 ～ 9 月に保育所実習
を行った 2 年生が実習
報告会を行いました。
最初に、それぞれの実
習における学びを共有
するために 2 年生がグ
ループに分かれて実習
の体験を発表し合い、
それを踏まえてグルー

プディスカッションを行いました。さらに、2 年生が 1 年生に実
習の体験を伝えるための報告会も行いました。1 年生は 2 年生の
報告から来年度の保育所実習に向けてイメージを明確にし、2 年
生は報告することで実習での学びを整理して省察するなど、学生
にとって非常に意義がある報告会でした。

本大学院の修了生が続々と活躍中！大学院 心理科学研究科 心理科学専攻
本研究科の修了生たちが、修了後も研究活動に励み、その研究成果を様々な形で発信をしています。修
了生の山下雅俊さん［2016 年 3 月修了（後期）］と盛永政和さん［2017 年 3 月修了（後期）］の共同研究が
学術誌 “Biomedical Journal of Scientific & Technical Research” に掲載され、野田智美さん［2011 年
3 月修了（修士）］の共同研究も、学術誌 “Personality and Individual Differences” に掲載されました。
宮川裕基さん（写真左）［2017 年 3 月修了（後期）］が日本応用心理学会 2018 年度学会賞、松田祐輝さん

［2017 年 3 月修了（前期）］が第 85 回日本応用心理学会で優秀大会発表を受賞しました。

東近江市能登川博物館・埋蔵文化財センターとの共催展示を開催
大学院 人文科学研究科 日本伝統文化専攻

人文科学研究科では、滋賀県東近江市能登川博物館・埋蔵文化財センターと本学附属博物館が共同
で開催した特別展示「東近江の古代寺院とその源流」（11 月 14 日～ 12 月 23 日）に出陳する展示資
料の搬出作業や陳列作業を実施しました。大学院生のなかには、将来、博物館学芸員をめざす者も多
くいます。身近にある博物館での展示作業を通じて、学芸員の仕事をより実践的に学ぶことができ
ることは、本研究科の大きな特長です。
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クラブ・サークルを通して、学内外で活躍する帝大生。
学生たちの元気な姿をお届けします。

今回の PICK UP!

CLUB ACTIVITIES

クラブ・サークル活動

奈良・東生駒キャンパス 女子バレーボール部 １部リーグへ復活とビーチバレーへの挑戦

私たち『女子バレーボール部』は、2 つのバレーボールに取り組んでいます。

1つ目は皆さんがイメージする「バレーボール（6 人制）」です。本年度の関西大学バ
レーボール連盟春季リーグ戦女子 1部においては、序盤の不振もありセット率で最下
位となり2 部降格となってしまいました。その後の西日本バレーボール大学女子選手
権大会（西日本インカレ）の結果もあり、秋季リーグ戦 2 部優勝で 1部復帰はもとより
全日本バレーボール大学女子選手権大会（以下全日本インカレ）出場が叶うことがわ
かりました。それ以降、部員の思いは 2 部リーグでの優勝 1部復帰、全日本インカレ
に出場し、東京で 4 年生を送り出すということになりました。結果、秋季リーグにお
いては全勝優勝をはたし、最短での 1部リーグ復帰を決め、全日本インカレへの出場
権を獲得しました。最優秀監督賞に本田監督、最優秀選手賞に 4 年生霜山華澄選手、
スパイク賞に3 年生植村春菜選手、ベストスコアラー賞と新人賞に1年生中野樹里選
手が選出されました。念願の全日本インカレでは、初戦九州1部の「福岡教育大学」に
セットカウント3-1で勝利しました。2 回戦では前年度優勝の「青山学院大学」に挑戦
し、前評判とは裏腹にセットカウント1-2と追い込む場面もありながら、フルセット
で敗退しました。白熱した戦いであったためスポーツ新聞にも取り上げられ、選手た
ちも次年度に向け、大いなる励みとなりました。

2 つ目は、太陽のもと砂浜にネットを張った「ビーチバレーボール（2 人制）」です。3 年生堀田いづみ選手、1年生酒井栞選手のペアが関
西の大会で 3 位という好成績を残し、8 月に神奈川県川崎市で開催された「第 30 回全日本ビーチバレーボール大学男女選手権大会」に
出場しました。全国の強豪が集まるこの大会でも、予選リーグを勝ち上がり決勝トーナメントに進むことができました。決勝トーナメ
ントでは予選で惜敗した「日本女子体育大学」ペアとの対戦になりリベンジを期しましたが、結果 0-2 での敗退となりました。来年こそ
決勝トーナメントで勝利し入賞したいと決意を新たにしました。

奈良・東生駒キャンパス 硬式野球部 2 部東リーグで優勝しました！

2018 年度阪神大学野球 2 部東秋季リーグの最終戦。万博記念公園野球場にて追手
門学院大学との優勝決定戦に臨みました。1 回裏、榎田選手の先頭打者 HR に始ま
り、2 回 1 点、3 回 3 点、6 回に 4 点。投げては 3 年生内原選手、２年生松本選手の
継投で 2 点に押さえて 7 回でコールド勝ちを収め、2 部東リーグ優勝を果たしまし
た。10 月 20 日からは、入替戦出場をかけて西リーグ１位の流通科学大学と戦い
ましたが、惜しくも 1 勝 2 敗で敗れました。なお、阪神大学野球連盟による２部東
リーグ表彰選手のうち、最優秀選手賞に日比涼介選手、最優秀投手賞に松本大地選
手、首位打者賞に芦内隼選手、ベストナインに 5 名の選手が選ばれました。

奈良・東生駒キャンパス レスリング部 国内最高峰「天皇杯全日本選手権」に出場！

レスリング部の平成 30 年度実績は、以下の通りです。6 月に東京で開催された「『明
治杯』平成 30 年度 全日本選抜選手権大会」のグレコローマンスタイル 87kg 級に島
田樹選手が出場し、見事第 3 位となり本学創部初のメダル獲得となりました。なお、
この結果を受け、12 月に東京で行われる国内最高峰の大会「平成 30 年度 天皇杯全
日本選手権」にグレコローマンスタイル 87kg 級で島田選手が出場することとなりま
した。また社会人大会で優勝を飾った、本学卒業生の竹内亮亘選手（現：綜合警備
保障株式会社所属）も出場します。他には 10 月に開催された「平成 30 年度 西日本
学生選手権大会」では、グレコローマンスタイル 97kg で島田選手が優勝、55kg で
中村晟笙選手が 3 位、77kg では藤井瀬名選手が 3 位入賞を果たしました。
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奈良・東生駒キャンパス ラグビー部 念願の B リーグへの昇格

私たち帝塚山大学ラグビー部は、大阪国際大学との試合が 14-38 という残念な結果に終わり、
リーグ戦 5 勝 1 敗 1 分となっていました。これにより、一番の目標だった優勝しての全国地区
対抗大学ラグビー大会への出場権は逃してしまいました。次の目標の B リーグ昇格をかなえる
ために、残り 2 戦は負けられません。11 月 18 日の１戦目は、この時点で 7 戦全勝している甲南
大学との対戦でした。絶対に負けられないという重圧の中、相手ホームということもあり、前
半は 0-17 と劣勢でしたが、後半を立て直し、31-24 と劇的な逆転勝利を収めることができまし
た。B リーグ昇格の必要条件は、あと１勝。11 月 25 日の２戦目は、ここまで 6 勝 2 敗の大阪大
学でした。激闘の末、大阪大学との最終戦を 35-21 で制し、リーグ 2 位で、念願の B リーグへの
昇格を決めました。

奈良・東生駒キャンパス 華道部 日々の活動とフラワーアレンジメント体験

私たち、華道部は「花と慣れ親しみ、精神を向上させる」をモットーに、毎月第二・第四金曜日の
お昼休みに第一クラブハウスで活動しています。「大和未生流」という流派の生け方を先生方に教
えていただき、生けた花は学内各所に飾っています。毎年 11月に開催される「虹色祭」（大学祭）
ではフラワーアレンジメントの体験を行っており、毎年たくさんの方が参加されています。また
今年は留学生の方に日本の文化を体験してもらい、日本人学生との交流を深めることを目的とし
た「学生国際交流会」にも参加しました。留学生の方にフラワーアレンジメントの体験をしていた
だいたところ、とても喜んでくださいました。華道部は月に二回と回数が少ないので他のクラブ
との兼部者も多く、初心者からの入部者も多いのも特徴です。活動日ならいつでも見学・体験に
来ていただいて構わないので、ぜひ一度華道部へ足を運んでみてください！

奈良・東生駒キャンパス 大学祭実行委員会 「虹色祭」の企画・運営

私たち大学祭実行委員会は、毎年11月に行われる「虹色祭」の企画・運営を行っています。大学祭
当日に学内を彩る装飾品の作成や、パンフレットの作成、模擬店の募集や管理、メインステージの
運営など、大学祭の全てに携わっています。企業の方と直接出会いパンフレットを作成し、ステー
ジを盛り上げていただくアーティストやお笑いタレントとの調整を、ゲストプロモーターを通じ交
渉するなど普段の学生生活では経験できない活動をしています。「ミスコンテスト」「イケメンコン
テスト」「アームレスリング」など「虹色祭」のステージ企画を考え、リハーサルを何度も行い当日盛
り上げていく準備をしています。大学祭準備活動のほかにも、旅行、クリスマスパーティーなど、メ
ンバー同士の親睦を深めるイベントも盛りだくさん！「虹色祭」に向け、全員で力を合わせて準備に
取り組んでいます！メンバーの団結は勿論のことですが、大学関係者、企業関係者など様々な方の
力を借りて「虹色祭」を作り上げていきます。

毎年雨が心配される大学祭ですが、今年は晴天に恵まれ、4,247名の来場者の方々に楽しんでいた
だけた2日間となりました。学長プロジェクトであった「フォトコンテスト」では帝塚山大学のキャ
ンパスの素晴らしさを再認識する風景を写真に収め、学生や教職員が多数応募しその入選作品が
展示されました（我が大学祭実行委員会のメンバーも見事入選しました）。今年の「よしもとお笑い
LIVE」では、『さや香』と『ダブルアート』の2組が観客を爆笑の渦に巻き込み、「アーティストライブ」
では、あの『ET-KING』が、終了時刻を過ぎてでも観客のアンコールに応えてくださり、最後の最後
までステージは大盛り上がりでした。「虹色祭」のフィナーレを飾るのは感動の花火！今年は少し変
化を加え、花火前にメッセージを添える｢メッセージ花火｣で、見学に来られた多くの方に感動を与
えることができ、音楽と共に打ち上がる花火は「虹色祭」のラストにふさわしいものとなりました。
来場された方々からは、すれ違うたびに楽しそうな笑顔が見られ、安心とともに達成感のようなも
のを感じました。私たちが、準備に力を入れてきたのはこの笑顔のためだったのか！ということに気づき、努力が報われた瞬間でもありました。大学祭
準備から多くの方々に助けられて当日を迎えられたことを本当に感謝しています。大学関係者、企業関係者、そして学生の皆様、本当にありがとうご
ざいました。感謝の気持ちを忘れず、来年も皆様に楽しんでいただけるような大学祭を作って参りますので、「虹色祭」にまた足を運んでください！
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【今後の主な就職活動サポート】講座＆メニューのご紹介　

【個人面談・相談】
　必須の初回面談を済ませた 3 年生全員に対し、2 回目以降の個人面
談を実施しています。面談は予約制ですので、じっくり時間をかけ
て相談することができます。

【充実したキャリアカウンセラー体制】
　両キャンパスにキャリアカウンセラーの有資格者を配置し、個別
相談をはじめ、模擬面接や少人数ガイダンスなど、個々の学生にき
め細かな対応を行っています。

【グループディスカッション対策セミナー】
　一人では練習することができないディスカッション形式の面接に
ついて理解し体験します。併せてグループディスカッションにおけ
る採用担当者の着眼点についての理解を深めます。

【就職活動のための基本ビジネスマナー対策講座】
　説明会や面接の場面以外でも見られているということを学生は意
識しておくことが大切です。就職活動におけるマナーや第一印象を
向上させることを学びます。

【上手な合同企業説明会利用の仕方講座】
　2 月の学内合同業界研究セミナーおよび 3 月以降に実施される学
内外の合同企業説明会を十二分に活用する方法や注意事項について
説明します。

【求人ナビの登録と活用】
　求人ナビでは『帝塚山大学の学生を採用したい』という企業、各種
団体、学校法人、福祉法人などから送付された多数（2017 年度約 3
万件）の求人票を掲載しています。

【履歴書写真学内撮影会＆メイク講座】
　企業エントリーや履歴書に使用する写真を撮影します。女子学生
対象にメイク講座も実施し、就職活動～社会人まで使える好感度の
高いメイクのポイントを説明します。

【資格取得・就職支援講座】
　『特別資格サポート制度』をはじめ、開講講座すべてにおいて受講
生の経済的負担を考慮して、学外の資格試験予備校に比べ受講料を
低い金額に設定し、提供しています。

キャリアセンターより
　2018年度の採用環境も総じて企業等の採用意欲は旺盛であり「売り手市場」といわれています。しかしながら、量よりも質を重視する企業の姿勢
は変わらず、多くの企業において求める人材像は明確であり、その質を落としてまで採用することはなく、「厳選採用」を続けています。キャリアセン
ターでは「質」が問われる厳しい就職戦線を勝ち抜くため、多様なキャリア・就職支援プログラムを開催するとともに、さまざまな情報提供を行って
おり、学生が抱える就職活動への疑問や相談に対して一人ひとりにきめ細かなサポートを実施しています。

就職支援の取り組み� FROM THE CAREERS OFFICE

【お問い合せ先】キャリアセンター

奈良・東生駒キャンパス　 Tel  0742-48-9688
奈良・学園前キャンパス　 Tel  0742-41-4751

「CAREER NAVI BOOK」
　現在の就職活動状況を理解し、本学の就職支援内容について紹
介する冊子です。就職活動時の保護者の方の心構えなどについて
も触れています。

【 保護者対象就職説明会を両キャンパスで開催しました 】 10/21（日）
< 就職講演会 >
　「保護者のための就活応援講座」と題して、株式会社リクルートキャリアの担当者から、現在
の就職環境と就職活動の実態、保護者としての支援について説明がありました。就職活動の流
れやエントリー方法、一人当たりのエントリー件数などの説明の後、最後に就職活動中の学生が
思う、保護者に対して嬉しかったこととして挙げられた「聞き役になってくれた」「自分の活動を
肯定してくれた」「食事面・生活面での支援をしてくれた」等のコメントについての説明があり
ました。

< 内定学生によるパネルディスカッション >
　４年生によるパネルディスカッションが実施されました。奈良・東生駒キャンパスは 4 名、
奈良・学園前キャンパスは 5 名の内定学生が登壇して、「就職活動で苦労したこと」「保護者
の対応で嬉しかったこと、嫌だったこと」等の問いに対して回答していました。その後、参加
された保護者の方からの質問を受けて、学生たちは実体験について詳しく説明しました。参
加くださった保護者の方からは、「4 年生によるパネルディスカッションは成功体験なので、
とても参考になりました。内定取得に至った共通点を分析すると、キーワードが浮かびあ
がってきます。」といったご感想もいただきました。（P15にも他のご感想等を掲載）

< 個別相談会 >
　内定学生によるパネルディスカッション終了後、個別相談会が実施されました。保護者の方々からは、現状の就職状況や個別指導の内容など
についての質問があり、教員及びキャリアセンター職員が個別に対応し、説明しました。

【学内合同業界研究セミナー】開催のお知らせ
【日時】平成31年2月14日（木）、15日（金）、19日（火）、21日（木）、22日（金）、25日（月）、27日（水）
【場所】 奈良・東生駒キャンパス「まほろば」（9号館2階）
【内容】 �大学内に約200社の企業、官公庁等の人事採用担当者を招き、合同業界研究セミナーを

開催します。直接、人事採用担当者と話すことで資料やホームページでは知ることので
きない情報が得られます。
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INTRODUCING OUR GRADUATES

卒業生紹介 帝塚山大学を卒業後、社会で活躍する先輩方を紹介します。
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り
を
通
じ

て
知
識
を
得
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

就
職
活
動
に
臨
む
後
輩
た
ち
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ

　

私
は
高
校
で
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
先

生
と
出
会
い
、
大
学
の
ゼ
ミ
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
勧
め
ら
れ
、
人
を
支
え
る
こ
と
に
興
味
を
も

ち
、
臨
床
心
理
士
を
め
ざ
す
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
心
理
学
は
、
人
と
関
わ
る
う
え
で
大
切
な

知
識
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
一
般
企
業
で
も
、

大
学
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
す
こ
と
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
。

　

心
理
職
は
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら
高
齢
者

ま
で
の
支
援
を
行
う
難
し
い
仕
事
で
す
が
、
患

者
さ
ん
と
の
出
会
い
は
一
期
一
会
で
す
。
患
者
さ

ん
の
時
間
と
気
持
ち
を
大
切
に
扱
わ
な
け
れ
ば

と
思
い
、
日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。
働
く
場
は
多

岐
に
わ
た
り
、
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
多

く
の
知
識
を
学
ぶ
機
会
を
得
ら
れ
ま
す
。
人
と

の
出
会
い
を
大
事
に
で
き
る
と
い
う
意
味
で
、と

て
も
い
い
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。 武村 美幸さん

心理福祉学部 心理学科（現：心理学部 心理学科）2010年3月卒業
特定非営利活動法人 大学院連合メンタルヘルスセンター 
特別研究員・相談員・臨床心理士

　

私
は
土
讃
線
の
阿
波
池
田
駅
～
窪
川
駅
間
、

気
動
車（
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
）の
運
転
士
と
し
て

日
々
、列
車
の
運
転
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

安
全
か
つ
時
間
通
り
に
運
転
す
る
の
が
運
転

士
の
仕
事
で
す
。
列
車
の
運
行
は
様
々
な
シ
ス

テ
ム
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、駅
や
車
両
に
は

そ
れ
ぞ
れ
特
性
が
あ
り
、
運
転
士
の
的
確
な
判

断
や
経
験
が
必
要
で
す
。
国
家
試
験
に
合
格
し

免
許
を
取
得
し
た
後
も
、
定
期
的
に
訓
練
や
教

育
を
受
け
、
よ
り
深
い
知
識
の
習
得
と
技
術
の

向
上
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

生
ま
れ
育
っ
た
四
国
で
働
き
、
地
域
の
活

性
化
を
図
る
よ
う
な
仕
事
が
し
た
い
と
思
い
、 

Ｊ
Ｒ
四
国
を
志
望
し
ま
し
た
。
運
転
士
に
な
る

こ
と
が
で
き
た
今
、
ま
ず
は
プ
ロ
の
運
転
士
と

し
て
お
客
様
の
安
全
を
第
一
に
考
え
業
務
を
行

う
こ
と
が
最
大
の
目
標
で
す
。

　

今
後
、
四
国
新
幹
線
の
誕
生
を
願
っ
て
い
ま

す
。
実
現
の
あ
か
つ
き
に
は
新
幹
線
の
運
転
士

を
め
ざ
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

勤務先の一つ「医療法人養心会 国分病院」にて

須賀 勇之進さん
経済学部 経済学科（現：経済経営学部 経済経営学科）2016年3月卒業

四国旅客鉄道株式会社（JR四国）勤務
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1 �奈良県立図書情報館と共催で「帝塚山大学 福住プロジェ
クト」の地域への公開を行いました

　「福住プロジェクト」は、本学人文科学研究科日本伝統文化専攻の大学院
生と文学部日本文化学科の学生たちが中心となり、天理市福住町で生まれ
育った、故永井清繁氏 (1905 ～ 1999 年 ) による、明治末期から昭和初期の
福住の暮らしを克明に画帳に描き出した作品について、現地でのフィール
ドワーク等の体験から学びを深めることを通して、地域との連携や帝塚山
小学校との学園内連携など、様々なかたちでの取り組みを行っています。
　4 年目となる今回は、奈良県立図書情報館を会場として昔の暮らしを
体験するコーナーと展示解説を行ったほか、パネル展示のもととなった
原画（永井清繁氏画）を 1 日限定で特別公開し、本学文学部の教員および
絵を描かれた永井氏のご息女による特別講演も開催しました。
　また、居住空間デザイン学科の学生たちは、木材や段ボールを用いて
再現した当時の「露店」で買い物や射的を再現し、趣向を凝らした体験
イベントを実施しました。民俗学と歴史学を研究する大学院生と文学部
学生は、昔の道具と人々の暮らしについての展示解説を行い、居住空間
デザイン学科の学生は、絵に描かれた当時の人々の姿に扮装して、イベ
ントに参加しました。学生たちからは、聞き取り調査やフィールドワー
クを通じて情報収集力が向上したといった感想が聞かれました。
　今回のプロジェクトでは、来場者の皆様が地域文化や生活史をより深
く理解することで、その価値を地域に還元できています。今後も地域に
残る文化遺産等を再発見することで、観光資源の発掘につながるよう継
続していく予定です。

学生が制作し再現した「露天」で買い物する来場者

プログラミングの概要を説明するこども学科の学生たち

ロボットの組み立てやプログラミングでも小学生をサポート

福住での昔の暮らしを紹介する展示コーナー

帝塚山大学の様々な地域連携活動を紹介します。

2 �ロボット教室を開催

　本学では総合学園の強みを生かし、学校間の教育連携を進めています。学
園内の幼稚園、小学校、中学校、高等学校、大学、大学院、研究機関が相互に
協力することで、児童・生徒・学生の可能性をこれまで以上に引き出し、 教
育効果の向上につながることを期待するものです。
総合学園内の教育連携の一環として、今年で 5 回目を迎える「帝塚山ロボッ
ト教室」（主催：帝塚山ロボット教室実行委員会）が 6 月 3 日、6 月 10 日の
2 日間、 帝塚山中学校高等学校の物理実験室で開催され、地域の小学生がロ
ボットの組み立てからプログラミングに取り組みました。
　教室の企画・運営は帝塚山大学現代生活学部こども学科の学生が担当し、
ロボットの世界大会に出場した帝塚山中学校高等学校の理科部ロボット班
が小学生を直接指導しました。
　当日は、こども学科の学生がプログラミングの概要をパワーポイントで
説明。その後、各班に分かれて車型ロボットの組み立てやプログラミングに
取り組む小学生たちを、中高生とともにサポートしていました。
短時間のうちに難易度の高い課題をこなす小学生たちの姿を目の当たりに
し、学生たちも自分たちの立てた授業計画に確かな手ごたえを感じた 1 日
となったようです。
　2020 年度からは、小学校でプログラミング教育が必修化されます。この
ロボット教室は、アクティブ・ラーニング形式でプログラミング教育の実
践法を学生に身につけてもらう良い機会にもなりました。
　本学では、今後もこのような教育連携を強力に推進していくこととして
います。

地域連携 最新の取り組み� REGIONAL COLLABORATION
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奈
良
学
へ
の
招
待
の
開
講

　

10
月
20
日
よ
り
奈
良
・
東
生
駒
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
公
開

講
座「
奈
良
学
へ
の
招
待XV

Ⅱ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
２
０
０
２

年
度
か
ら
開
始
し
た
本
講
座
も
今
回
が
17
回
目
。
全
５
回
の
連
続

講
座
で
初
回
は
文
学
部
の
岩
井
洋
教
授
が「
五
條
の
歴
史
学
的
研

究
ー
交
通
遺
産
と
し
て
の
五
新
線
を
中
心
と
し
て
ー
」、
第
２
回

は
10
月
27
日
に
植
村
和
代
名
誉
教
授
が「
奈
良
晒
と
大
和
機
」、
第

３
回
は
11
月
3
日
に
文
学
部
の
服
部
敦
子
講
師
が「
永
野
鹿
鳴
荘

の
仏
像
写
真
に
つ
い
て
ー
デ
ジ
タ
ル
化
作
業
か
ら
わ
か
っ
た
こ

と
ー
」、
第
４
回
は
11
月
10
日
に
文
学
部
の
高
田
照
世
准
教
授
指
導

の
も
と
で
人
文
科
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
の
西
蓮
寺
匠
さ
ん
が

「
斑
鳩
の
民
俗
文
化
ー
奈
良
の
生
活
文
化
研
究
ー
」、
最
終
の
第
５

回
は
11
月
24
日
に
文
学
部
の
杉
崎
貴
英
准
教
授
が「
矢
田
地
蔵
縁

起
絵
の
世
界
ー
奈
良
北
西
部
の
歴
史
・
文
化
研
究
ー
」の
演
題
で

そ
れ
ぞ
れ
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

文
部
科
学
省
・
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
の
一
環

で
取
り
組
む
各
事
業
の
進
捗
状
況
の
報
告
を
兼
ね
た
本
公
開
講
座

を
通
し
て
、
本
学
の
特
色
で
あ
る「
学
際
的『
奈
良
学
』研
究
」を
地

域
の
方
々
に
広
く
紹
介
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

「
東
近
江
の
古
代
寺
院
の
源
流
を

探
る
」
を
開
催

　

11
月
14
日
よ
り
本
学
附
属
博
物
館
は
、
東

近
江
市
能
登
川
博
物
館
に
お
い
て
、
同
館
お

よ
び
東
近
江
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
と
の

共
催
で
、
企
画
展
示「
東
近
江
の
古
代
寺
院

と
そ
の
源
流
ー
東
ア
ジ
ア
か
ら
の
道
ー
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
11
月
24
日
に
は「
東
近
江

の
古
代
寺
院
の
源
流
を
探
る
」
と
題
し
て
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
は
、
本
学
附
属
博
物
館
長
で
文
学
部

長
の
清
水
昭
博
教
授
、
本
学
考
古
学
研
究
所

特
別
研
究
員
の
甲
斐
弓
子
氏
、
本
学
附
属
博

物
館
学
芸
員
で
文
学
部
の
戸
花
亜
利
州
講
師

が
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
で
講
演
し
、
東
近
江

市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
所
長
の
杉
浦
隆
支

氏
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
活
発
な
議
論
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。

クローズアップニュース� CLOSE-UP NEWS

文部科学省平成 29 年度私立大学研究ブランディング事業採択
「『帝塚山プラットフォーム』の構築による学際的『奈良学』研究の推進」最新の取り組み

「
奈
良
学
」
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

　

10
月
14
日
、
興
福
寺
境
内
に
あ
る
興
福
寺
会
館
に
お
い

て
、
興
福
寺
中
金
堂
落
慶
記
念
・
本
学
文
学
部
「
奈
良
学
」

フ
ォ
ー
ラ
ム
「
祈
り
と
復
興
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
フ
ォ
ー

ラ
ム
は
、
法
相
宗
大
本
山
興
福
寺
の
全
面
的
な
協
力
を
得
て

実
施
し
た
も
の
で
、
当
日
は
、
蓮
花
一
己
学
長
、
本
学
特
別

客
員
教
授
で
も
あ
る
多
川
俊
映
興
福
寺
貫
首
の
挨
拶
に
は
じ

ま
り
、
文
学
部
長
清
水
昭
博
教
授
に
よ
る
興
福
寺
旧
境
内
の

瓦
窯
跡
の
紹
介
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
岡
崎
ゆ
う
子
氏

に
よ
る
澤
田
瞳
子
氏
最
新
作
『
龍
華
記
』
の
朗
読
、
興
福
寺
国

宝
館
多
川
文
彦
学
芸
員
に
よ
る
拝
観
案
内
に
続
い
て
、
座
談

会
を
行
い
ま
し
た
。

　

座
談
会
で
は
、「
南
都
焼
討
」
後
の
興
福
寺
再
建
と
そ
れ
を

取
り
巻
く
人
々
の
苦
悩
を
描
く
落
慶
記
念
小
説
『
龍
華
記
』
を

手
が
け
た
歴
史
小
説
家
の
澤
田
瞳
子
氏
、「
小
説 

野
性
時
代
」

編
集
長
の
山
根
隆
徳
氏
、
興
福
寺
執
事
の
辻
明
俊
師
、
清
水

昭
博
教
授
が
登
壇
し
、『
龍
華
記
』
創
作
の
舞
台
裏
に
迫
り
ま

し
た
。
会
場
に
詰
め
掛
け
た
2
0
0
名
を
超
え
る
歴
史
・
文

学
フ
ァ
ン
は
、
豪
華
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
堪
能
し
ま
し
た
。

奈良晒と大和機について説明する植村名誉教授

『龍華記』創作秘話について、澤田瞳子先生を囲んでの座談会

塑像と塼仏について解説する戸花講師
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現
代
生
活
学
部 

居
住
空
間
デ
ザ
イ
ン
学
科 

准
教
授

矢
部 

仁
見

文
学
部 

日
本
文
化
学
科 

准
教
授

高
田 

照
世

大
晦
日
の
砂
ま
き

奈
良
学  

へ
の
招
待

志垣 瞳
（帝塚山大学 名誉教授） 分担執筆

小麦・いも・豆のおやつ
（別冊うかたま.
伝え継ぐ日本の家庭料理 13）
農山漁村文化協会　￥1,728

鷺森 浩幸
（文学部 教授） 分担執筆

姫路市史
第2巻 本編 古代中世
姫路市　￥5,000

岩橋 明子
（現代生活学部 准教授） 共著

カレント公衆栄養学
第3版
建帛社　￥2,808

清水 益治
（現代生活学部 教授） 共編著

幼児教育（保育士等
キャリアアップ研修テキスト 2）
中央法規出版　￥1,512

花田 卓司
（文学部 講師） 分担執筆

古代・中世の地域社会 
 「ムラの戸籍簿」の可能性
思文閣出版　￥9,720

花田 百造
（心理学部 准教授） 分担執筆

高齢者の犯罪心理学
誠信書房　￥3,024

花田 卓司
（文学部 講師） 分担執筆

概説日本法制史
弘文堂　￥3,780

川口 洋
（文学部 教授） 共著

Morts avant de naítre
la mort périnatale
Presses universitaires 
François-Rabelais　24,00€

（著者名50音順）

石田 慎二
（現代生活学部 准教授） 監修

ワイド版 社会福祉小六法
2018［平成30年版］資料付
ミネルヴァ書房　￥2,160

　

奈
良
県
生
駒
市
高
山
町
で
は
大
晦
日

に
砂
ま
き
を
行
う
。
里
山
か
ら
赤
土
を
採

取
し
持
ち
帰
る
、
箕
に
入
れ
た
赤
土
を
自

宅
の
庭
に
ま
い
て
階
段
状
あ
る
い
は
放

　

関
西
を
拠
点
に
現
在
も
活
躍
す
る
喜
多

俊
之
氏
を
一
躍
世
界
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
し

た
の
が
、
こ
の
椅
子
で
あ
る
。
ヘ
ッ
ド
レ

ス
ト
・
フ
ッ
ト
レ
ス
ト
を
自
由
に
折
り
曲

げ
る
こ
と
が
可
能
で
、
着
せ
替
え
用
の
カ

ラ
フ
ル
な
カ
バ
ー
も
用
意
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
椅
子
を
製
造
販
売
す
る
イ
タ
リ
ア
で

は
ト
ポ
リ
ー
ノ（
小
ネ
ズ
ミ
）
と
い
う
愛

称
が
つ
け
ら
れ
、
見
る
者
を
明
る
く
豊
か

な
気
持
ち
に
さ
せ
る
。

　

し
か
し
こ
の
椅
子
の
デ
ザ
イ
ン
が
醸
し

出
す
豊
か
さ
は
、
た
だ
使
い
や
す
さ
や
見

た
目
の
色
形
だ
け
で
は
な
い
。
こ
の
椅
子

を
手
に
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
叶
う
で
あ

ろ
う
、
喜
多
氏
が
言
う「
素
敵
な
く
ら
し
」

の
豊
か
さ
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。

　

こ
の
欄
で
紹
介
し
て
き
た
椅
子
に
代

表
さ
れ
る
モ
ダ
ン
デ
ザ
イ
ン
の
時
代
は

1
9
6
0
年
代
に
終
わ
り「
正
し
い
デ
ザ

イ
ン
」
の
規
範
が
失
わ
れ
た
時
代
に
、
こ

の
椅
子
は
ま
さ
に
ウ
イ
ン
ク
し
な
が
ら
カ

ラ
フ
ル
に
登
場
し
、
時
代
が
求
め
る
気
分

を
示
し
た
。
先
端
や
前
衛
と
言
わ
れ
る
椅

子
の
デ
ザ
イ
ン
は
め
ざ
す
社
会
の
あ
り
方

が
現
れ
る
。
こ
の
椅
子
が
発
表
さ
れ
て
40

年
が
経
と
う
と
し
て
い
る
い
ま
、
次
に
何

が
示
さ
れ
る
か
、
椅
子
デ
ザ
イ
ン
へ
の
興

味
は
尽
き
な
い
。

TEACHERS’ PUBLICATIONS

本学教員の執筆図書紹介

ウ
イ
ン
ク

（W
ink

）1980

年

帝
塚
山
大
学
所
蔵 Chair G

allery  

紹
介

射
状
の
線
を
数
本
引
く
、
家
に
よ
っ
て
は

太
陽
や
宝
船
も
描
く
、
そ
の
後
、
玄
関
先

に
提
灯
を
つ
る
す
。
こ
れ
が
砂
ま
き
行
事

で
あ
る
。
こ
の
行
事
は
正
月
に
来
訪
す
る

年
神
様
を
お
迎
え
す
る
た
め
の
準
備
と

考
え
ら
れ
る
。
砂
で
神
様
の
道
を
作
る
形

状
に
太
陽
信
仰
や
福
神
信
仰
が
習
合
し

た
の
で
あ
ろ
う
。
神
が
来
臨
す
る
の
は
夜

で
あ
り
、
本
来
、
年
神
の
祭
り
は
大
晦
日

の
夕
刻
か
ら
元
旦
に
か
け
て
行
わ
れ
た
。

美
し
い
山
砂
で
道
を
作
り
、
提
灯
で
照
ら

し
、
年
神
様
の
訪
れ
を
待
つ
大
晦
日
の
砂

ま
き
は
、
日
本
の
神
迎
え
の
古
い
姿
を
今

に
伝
え
て
い
る
。

　

一
昔
前
、
高
山
町
で
は
年
末
に
門
松
を

飾
っ
た
と
い
う
。
山
か
ら
雄
松
、
雌
松
を

切
っ
て
持
ち
帰
り
、
円
錐
形
に
盛
っ
た
砂

の
上
に
松
を
立
て
た
。
門
松
は
年
神
様
の

依
代
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
山
砂
で
作

ら
れ
た
道
を
通
り
、
松
を
依
代
と
す
る
年

神
様
は
山
か
ら
来
ら
れ
る
神
で
あ
る
。
高

山
町
で
は
、
子
孫
が
暮
す
家
の
屋
根
が
見

え
る
里
山
に
先
祖
神
が
と
ど
ま
る
と
信

じ
ら
れ
て
お
り
、
正
月
に
山
か
ら
来
訪
す

る
年
神
は
先
祖
神
と
も
い
え
よ
う
。

神の来臨を待つ大晦日の庭の様子
（生駒市高山町にて）
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　10 月 21 日、奈良・東生駒および奈良・学園前の両キャンパスにおいて、
帝塚山大学保護者教育懇談会・就職説明会を開催しました。奈良・東生駒キャ
ンパスでは文学部・経済経営学部・経済学部・経営学部・法学部、奈良・学
園前キャンパスでは心理学部・現代生活学部に在籍する学生の保護者を対
象に開催し、参加者数は昨年度を大きく上回る約 230 家庭から約 300 名の
保護者の方々にお越しいただきました。
　今年度は、保護者教育懇談会の後、午後から保護者対象就職説明会を実施
することで、教育内容から就職活動まで、保護者の方々が気になるポイント
を一日で網羅できるような企画としました。
　初めに、蓮花学長から「『教える』教員と『育つ』学生との共同作業を通じて、
未来に役立つ学びを展開していきたい」との挨拶があり、続いて学部・学科
別説明会および情報交換会が各会場に分かれて実施されました。その後は立
食形式の懇談会が学科ごとで行われ、参加された保護者の方々と学科の教員
が軽食を取りながら談笑する姿が随所で見られました。
　午後からの就職説明会では、株式会社リクルートキャリア・リクナビ副編
集長の山下大輝氏（東生駒）、松田和也氏（学園前）による「近年の就職状況と
保護者の支援」と題した講演の後、内定を獲得した４年生によるパネルディ
スカッションが行われました。内定者からは、内定先に決定した理由、保護
者から元気をもらった一言など、就職活動を振り返っての率直な意見が出さ
れ、盛況のうちに閉会となりました。
　本学は今後も「学生への教育・支援がきめ細かい」大学をめざし、保護者
の皆様とも情報を共有しながら、学生一人ひとりに寄り添った教育活動を展
開してまいります。

保護者教育懇談会・就職説明会を開催しました

平成30年度帝塚山大学卒業式・帝塚山大学大学院修了式を挙行します

■保護者の皆様から以下のようなご意見・ご感想をいただきました （参加者アンケートより）

● �親元から離れて生活している子どもの様子が全くわからない中で、先生方からのお話を聞いて、改善すべき点が良くわかりました。
子どもと話をしたいと思います。早起きして奈良まで来た甲斐がありました。

● �分からないことだらけで不安いっぱいでしたが、説明会に参加して和らぎました。子どもに対しても接し方が変わりそうです。
● �オープンキャンパスの時から、大学側が就職にとても力を入れてくださっているイメージがあります。内定された４名の先輩方から

の言葉にはリアリティーがあり、現在の就活が良くわかりました。
● �親ができることとして、子どもを勇気づける言葉が具体的にわかりました。そして本人の意思決定の精度を高める質問をしていくこ

とも大事であることがわかりました。
● �すごく集中して講演を聞きました。親としての心構えが必要であるとともに、これから親子で就活していくんだとわかりました。
● �現在の就活の状況が良くわかりました。早めの準備が必要ということを知れたので、帰ったら息子に伝えます。そして適度な距離感

で支えていこうと思います。

学部・学科別説明会の様子

蓮花学長からの挨拶

TO THE SUPPORTERS’ ASSOCIATION 

後援会（在校生保護者）の皆様へ

平成 31 年 3 月 20 日（火） 13 時 00 分開式 （入場受付：12 時〜 12 時 30 分）
【会場】グランキューブ大阪（大阪国際会議場）

参加者数（224家庭301名）
（内訳）			   法	 20家庭　28名	 ※前年18家庭　24名	
文・人文	 29家庭　40名	 ※前年17家庭　25名	 心理	 48家庭　66名	 ※前年28家庭　43名
経済経営	 23家庭　28名		  食物栄養	 28家庭　37名	 ※前年26家庭　36名
経済　	 20家庭　26名	 ※前年23家庭　30名	 居住空間デザイン	 18家庭　28名	 ※前年15家庭　23名
経営	 17家庭　22名	 ※前年25家庭　36名	 こども	 21家庭　26名	 ※前年17家庭　26名
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8
月

8
月
1
日

教
職
員
の
た
め
の

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
講
座
を
開
講

　

奈
良
・
東
生
駒
キ
ャ
ン
パ
ス
７
号
館
に
お
い

て
、
県
内
の
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等

学
校
、
特
別
支
援
学
校
の
教
職
員
を
対
象
と
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
講
座
を
開
講
し
ま
し
た
。

2
0
2
0
年
度
か
ら
小
学
校
の
授
業
で
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
初

心
者
の
教
職
員
を

対
象
に
、
必
要
な
論

理
的
思
考
、
各
種
ア

ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
関
し

て
、
実
際
に
パ
ソ
コ

ン
を
操
作
し
な
が

ら
体
験
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

 

8
月
9
日

親
子
向
け
公
開
講
座
「
親
子
で
楽
し
も
う
！
小

学
校
『
外
国
語
活
動
』『
外
国
語
科
』」
を
開
催

　

奈
良
・
学
園
前
キ
ャ
ン
パ
ス
の
保
育
演
習
室
で
、

小
学
生
と
そ
の
保
護
者
の
方
が
親
子
で
楽
し
く

英
語
を
学
び
ま
し
た
。
外
国
語
を
聴
き
な
が
ら
、

体
の
動
き
を
通
し
て
英
語
を
学
ぶ
と
い
う
、海
外

で
も
広
く
活
用
さ
れ

て
い
る
Ｔ
Ｐ
Ｒ（
全

身
反
応
教
授
法:

英

語
を
聴
き
な
が
ら
身

体
の
動
作
を
伴
っ
て

学
ぶ
学
習
方
法
）と

い
う
方
法
で
、
講
座

を
展
開
し
ま
し
た
。

9
月
13
日

帝
塚
山
大
学 

織
物
講
座
応
用
編

第
一
期
生
の
修
了
式
を
実
施

　

奈
良
・
学
園
前
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、「
帝
塚
山

大
学 

織
物
講
座
応
用
編
」の
第
一
期
生
の
修
了
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
受
講
生
は
、
4
ヶ
月
に
わ
た
っ
て
、

織
物
の
歴
史
か
ら
奈
良
の

伝
統
産
業
で
あ
る「
奈
良

晒
」や「
大
和
機
」に
つ
い

て
講
義
を
受
け
る
と
と
も

に
、
実
習
を
通
じ
て
、
大

和
機
、
腰
機
、
苧
績
み
、

ス
プ
ラ
ン
グ
、
縞
な
ど
の

様
々
な
紡
織
技
法
を
習
得

し
ま
し
た
。

9
月
15
日

公
開
講
座
&
ウ
ォ
ー
ク
「『
岡
寺
』
〜
歴
史
編
・
考

古
編
・
美
術
編
〜
」
を
開
催

　

飛
鳥
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
生
き
た
大
学
教
育
の

推
進
並
び
に
飛
鳥
地
域
の
保
存
・
発
展
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
奈
良
県
高
市
郡
明
日
香
村
で
、
公

開
講
座
&
ウ
ォ
ー
ク「『
岡
寺
』～
歴
史
編
・
考
古
編
・

美
術
編
～
」
を
実
施
し
、
約
40
名
の
方
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。
午
前
の
部
で

は
、
岡
寺
創
建
の
経
緯
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
、
午

後
の
部
で
は
、
岡
寺
ゆ
か

り
の
地
で
あ
る
、
川
原
寺

跡
～
飛
鳥
宮
跡（
内
郭
）

～
飛
鳥
宮
跡（
エ
ビ
ノ
コ

郭
）
～
治
田
神
社
～
岡

寺
の
順
に
巡
り
ま
し
た
。

9
月
27
日

平
成
30
年
9
月
卒
業
式
を
挙
行

　

奈
良
・
東
生
駒
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
行
わ
れ
、5
学

部
1
研
究
科
の
合
計
14
名
が
学
び
舎
を
巣
立
ち
ま
し
た
。

10
月
21
日

大
和
野
菜
の
メ
ニ
ュ
ー
を
加
え
た

「
N
e
w 

殿
様
弁
当
・
秋
」
を
産
学
連
携
で
開
発

　

本
学
は
株
式
会
社
味
の
大
和
路（
大
和
郡
山
市
池
沢

町
）と
連
携
し
、大
和
野
菜
を
使
用
し
た「
N
e
w 

殿
様

弁
当
・
秋
」を
開
発
し
ま
し
た
。食
物
栄
養
学
科
の
佐
伯

孝
子
准
教
授
の
ゼ
ミ
に
所
属
し
、管
理
栄
養
士
を
め
ざ

す
学
生
10
名
が
、企
画
・
開
発
か
ら
携
わ
り
、販
促
ち
ら

し
な
ど
も
作
成
し
ま
し
た
。こ
の
日
、D
M
G 

M
O
R
I

や
ま
と
郡
山
城
ホ
ー
ル
展
示
室（
大
和
郡
山
市
北
郡
山

町
）に
お
い
て
開
催
の「
第

七
回
大
和
郡
山 

良
い
食
品

博
覧
会 

食
の
語
り
部
講

座
」
で
、
同
弁
当
1
6
0

個
を
限
定
販
売
し
ま
し
た
。

  

10
月
29
日

奈
良
の
特
産
品
に
こ
だ
わ
っ
た「
ラ
ー
油
奈
良
漬
け
」

納
豆
を
小
金
屋
食
品
株
式
会
社
と
開
発

　

小
金
屋
食
品
株
式
会
社
と
の
産
学
連
携
で
、「
帝
塚
山

大
学
フ
レ
ー
バ
ー
」と
し
て
カ
ッ
プ
納
豆
粋
シ
リ
ー
ズ

「
ラ
ー
油
奈
良
漬
け
」を
商
品
化
し
ま
し
た
。上
質
な
ご

ま
油
と
な
た
ね
油
を
使
用
し
た
和
風
の
ラ
ー
油
に
漬
け

込
ま
れ
た
甘
口
奈
良
漬
け
の
ピ
リ
辛
風
味
が
、お
酒
や

ご
飯
に
だ
け
で
な
く
、
フ

ラ
ン
ス
パ
ン
に
合
わ
せ
て

もG
ood!

和
風
に
し
て
も

洋
風
に
し
て
も
後
を
引
く

味
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

10
月

9
月

第54回虹色祭・ホームカミングパーティを開催しました
　11 月 17 日・18 日の 2 日間、奈良・東生駒キャンパスにおいて、第 54 回「虹色祭」（大
学祭）を開催しました。今年のテーマは「想（おもい）～仲間とともに～」。ご来場の
お客様、学生たち、教職員、実行委員スタッフ、それぞれの想いが大学祭に込められ
ているという意味です。活気にあふれたイベント、クラブ・サークルによる発表、工
夫を凝らした模擬店に多くのお客様が訪れました。ステージでは ET-KING さんによ
るライブステージや、お笑いライブ、本学卒業生によるアカペラサークル公演が行わ
れ、フィナーレの「帝塚山大学ミスコンテスト」では、5 名の候補者がミス帝塚山の座
を競いました。今年で 7 回目を迎えるホームカミングパーティでは、久々に学び舎に
戻った卒業生たちが、食事をしながら教員や友人たちとの再会を楽しみました。最後
は毎年恒例の打ち上げ花火。音楽に合わせて夜空を彩る花火に大きな歓声があがり、
皆が名残を惜しむ中、第 54 回虹色祭は閉幕となりました。
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11
月
2
日

【
法
学
部
】
奈
良
県
警
察 

遠
藤
雅
人
本
部
長
に

よ
る
講
義
を
実
施

　

法
学
部
の
特
殊
講
義「
警
察
組
織
と
警
察
実

務
」に
お
い
て
、
奈
良
県
警
察
の
遠
藤
雅
人
本
部

長
に
よ
る
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。同
特
殊
講
義

は
、警
察
官
を
め
ざ
す
法
学
部
の
学
生
が
、警
察

組
織
や
そ
の
実
際
の
活
動
を
理
解
し
、犯
罪
抑
止

な
ど
に
対
す
る
警
察
の
最
新
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 
遠
藤
本

部
長
の
緩
急
織
り
交

ぜ
た
話
術
に
は
し
ば

し
ば
笑
い
が
起
こ
る

こ
と
も
。
非
常
に
和

や
か
な
ム
ー
ド
の
講

義
と
な
り
ま
し
た
。

11
月
3
日

【
公
開
講
座
】

正
倉
院
展
特
別
公
開
講
座
を
開
催

　

第
70
回
正
倉
院
展
の
会
期
に
あ
わ
せ
、「
正
倉

院
展
特
別
公
開
講
座 

『
写
さ
れ
た
正
倉
院
宝
物
』」

を
東
大
寺
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
（
小
ホ
ー
ル
）で

開
催
し
、本
学
文
学
部
の
牟
田
口
章
人
教
授
が
講

演
を
行
い
ま
し
た
。今
年
の
正
倉
院
展
に
出
陳
さ

れ
る
宝
物
に
ち
な
み
、正
倉
院
宝
物
に
魅
せ
ら
れ

た
明
治
の
人
々
の
軌
跡
を
紹
介
し
ま
し
た
。
牟
田

口
教
授
が
所
有
す
る
國
華
余
芳
の
現
物
を
会
場

で
披
露
し
、
講
演
終

了
後
に
は
、
受
講
者

と
と
も
に
東
大
寺
講

堂
跡
を
通
り
正
倉
院

「
正
倉
」外
構
を
訪
れ

ま
し
た
。

11
月
18
日

【
経
済
学
部
】第
7
回「
経
済
学
部
ゼ
ミ
研
究
報
告
会
」

を
実
施
し
ま
し
た

　

経
済
学
部
で
は
虹
色
祭（
大
学
祭
）期
間
中
に「
ゼ
ミ

研
究
報
告
会
」を
実
施
し
ま
し
た
。
本
報
告
会
は
、
経

済
学
部
3
年
生
が
所
属
ゼ
ミ
で
の
平
素
の
研
究
内
容

を「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
部
門
」と「
ポ
ス
タ
ー
部
門
」

に
分
か
れ
て
報
告
す
る
と
い
う
も
の
で
、今
年
で
7
回

目
を
迎
え
た
報
告
会
に
は
経
営
学
部
3
年
生
か
ら
も

ポ
ス
タ
ー
部
門
に
2
組
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
す

べ
て
の
報
告
の
中
か
ら
、

各
部
門
の
最
優
秀
賞
や
優

秀
賞
な
ど
が
選
定
さ
れ
、

1
月
8
日
に
表
彰
式
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

12
月
7
日
～
25
日

奈
良
・
学
園
前
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
、

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
点
灯
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

14
年
目
を
迎
え
た
奈
良
・
学
園
前
キ
ャ
ン
パ
ス
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
。
今
年
の
テ
ー
マ
は『
瞬
く
雪
の

園
』。
現
代
生
活
学
部
の
学
生
を
中
心
と
し
た
メ
ン

バ
ー
で
構
成
さ
れ
る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
推
進
委
員

会
の
企
画
に
よ
り
、
新
た
に「
つ
ら
ら
」を
イ
メ
ー
ジ

し
た
電
飾
を
使
い
、
冬
の

夜
の
学
園
前
キ
ャ
ン
パ
ス

は
幻
想
的
な
空
間
に
演
出

さ
れ
ま
し
た
。
12
月
7
日

の
点
灯
式
で
は
、
学
長
挨

拶
の
あ
と
、
学
生
や
教
職

員
に
温
か
い
ス
ー
プ
が
振

る
舞
わ
れ
、
大
勢
の
来
場

者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

▪ 2018 年度「多摩大学アクティブ・ラーニング発表祭」に参加しました
　12 月8日、本学と「学術交流に関する包括協定」を締結している多摩大学（東京都
多摩市）において2018 年度「多摩大学アクティブ・ラーニング発表祭」が開催され、
本学の法学部法学科、現代生活学部居住空間デザイン学科から2 チーム（総勢 5 名）
の学生が参加し、発表を行いました。今年で 10 回目を迎える発表祭は、多摩大学を
中心に本学からの招待発表 2チームを含む約50 組の発表チームが参加しました。
　本学最初の発表は、アドバンス・プ
ログラム（経済・経営・法学部選抜）チー
ムによる「ラーメンを観光資源に」で、
法学部法学科 3 年の金沢翔大さん、杠

（ユズリ）晟一郎さんが発表しました。
本学の奈良・東生駒キャンパスに程近

い「富雄」駅周辺にはラーメン店が多い現状と、それを地域観光にどう結び付けるかを発
表し、また法学部の観点からラーメンを地域団体商標登録した事例の紹介も行いました。
　続いて、現代生活学部居住空間デザイン学科３年の小林眞子さん、小林真子さん、常慶
桜花さんが「奈良の昔のくらし」を発表しました。7月7日に奈良県立図書情報館で、本学・
日本文化学科と協働して開催したパネル展示 「山里に行き交う職人たち」の関連イベント
で、昔の縁日を再現した夜店や商品の制作の経緯につき、現地調査とヒアリング、材料や
道具を調査検討、試作を繰り返し実演に至る内容を発表しました。
　今回は多摩大学、帝塚山大学に加え、東京経済大学から２ゼミと多摩大学併設の多摩
大学目黒高校からの参加があり、バラエティに富んだ内容となりました。質疑応答も活
発に行われ、互いの内容に刺激を受け、良い相乗効果が期待できる発表祭となりました。
2019 年 2 月 16 日（土）には本学主催の「実践学生発表祭」を開催し、多摩大学から 2 チー
ムを招待し、活発な交流を予定しています。

多摩大学との大学連携による各種取り組み紹介

松下先生（地域連携推進委員）による講評

本学発表2チームの指導教員と学生

アドバンス・プログラムの発表

11
月

12
月
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  INFORMATION &
EVENT NEWS

2019 January-June

お知らせ・
イベントニュース

i

【申込・お問い合せ先】
FAX（講座名・〒住所・電話番号・名前（ふりがな）・年齢・性別を必ず記入）

または、下記URLから講座名をクリックし、申込フォームでお申込みください。
※2019年1月7日（月）より受付開始

http://www.tezukayama-u.ac.jp/social/lectures/

帝塚山大学 奈良学研究推進室
Tel  0742-48-9192（月～金9時～17時）　 Fax  0742-48-6092

文部科学省平成 29 年度私立大学研究ブランディング事業採択
『帝塚山プラットフォーム』の構築による学際的『奈良学』研究の推進
帝塚山大学奈良学総合文化研究所
名品・名作誕生ⅩⅥ

「帝塚山大学所蔵の古文書展」によせて� 要申込  聴講無料

第 1 回 	 2 月 9 日 ( 土 ) 10:30 ～ 12:00
	 演題「源氏物語古系図の資料的価値」
	 講師：清水 婦久子（帝塚山大学文学部教授）

第 2 回 	 2 月 16 日 ( 土 ) 10:30 ～ 12:00
	 演題「鎌倉時代の大和国平群郡飽波郷」
	 講師：花田 卓司（帝塚山大学文学部講師）

第 3 回 	 3 月2日( 土 ) 10:30 ～ 12:00
	 演題「平安時代初期の興福寺と藤原氏」
	 講師：鷺森 浩幸（帝塚山大学文学部教授）

第 4 回	 3 月9日( 土 ) 10:30 ～ 12:00
	 演題「大和国の近世文書」
	 講師：谷山 正道氏（天理大学名誉教授）
定員：各回 100 名　会場：奈良・東生駒キャンパス1号館1301教室

Public lectures

公開講座
帝塚山大学・（公財）奈良市生涯学習財団共催公開講座
� 要申込  聴講無料

「『行動経済学』が解き明かすあなたの心」
　2017 年のノーベル経済学賞は、2002 年に続き「行動経済学」という
耳慣れない新分野が受賞しました。この行動経済学は心理学を取り入れ
た経済学と言え、例えば私たちが無意識のうちに取っている行動にも心
の「癖」とも言える法則性が潜んでいることを明らかにしました。第1回
では行動経済学を、私たちが商品を選ぶ場面を例にして解説します。第2
回では、行動経済学を応用して社会をより良くする方法「ナッジ」を、実
際の例を用いて紹介します。金融工学やGDPといった何だか遠い世界で
はなく、私たちの身近な生活について教えてくれる経済学を、今回の公開
講座ではお届けします。

第 1 回 	3月9日（土） 10:00 ～ 11:30
	 「説明できますか？その商品を選んだ理由」

第 2 回 	3月16日（土） 10:00 ～ 11:30
	 「心の『癖』を活用した確定拠出年金とは？」

講師：竹本 亨（帝塚山大学経済経営学部教授）
定員：50名 ※全2回講座　会場：西部公民館4階 会議室

【申込・お問い合せ先】
往復ハガキ（講座名・〒住所・電話番号・名前（ふりがな）・年齢を必ず記入）

または、下記URLより「参加申込」フォームでお申込みください。
※2019年1月下旬より受付開始

公益財団法人 奈良市生涯学習財団 西部公民館
〒631-0034 奈良市学園南三丁目1番5号 西部会館内

Tel  0742-44-0101　 Fax  0742-44-0103　
http://manabunara.jp/

【お問い合せ先】
帝塚山大学考古学研究所・附属博物館

Tel  0742-48-9700　 Fax  0742-48-8783
※詳細は帝塚山大学考古学研究所・附属博物館

ホームページをご覧ください。
http://www.tezukayama-u.ac.jp/social/institute/arch/

 arch@tezukayama-u.ac.jp

帝塚山大学考古学研究所・附属博物館共催市民大学講座
� 申込不要  聴講無料

第417回	 2月2日(土)14:00 ～ 15:30
	 「生駒を語る―信仰と観光の町、そこに住む人々―」
	 講師：野口 朗人氏（生駒ふるさとミュージアム学芸員）

第418回	 2月16日（土）13:00 ～ 16:00
	 「飛鳥の古代尼寺を語る」
	 講師：大西 貴夫氏（橿原考古学研究所指導研究員）

	 「韓半島の古代尼寺を語る」 ※通訳付
	 講師：李 炳鎬氏（韓国・国立弥勒寺址遺物展示館館長）

第419回	 3月9日（土）14:00 ～ 15:30
	 「天皇即位と縁起の改元
	 ―縁起は心を奮い立たせ、招福となる―」
	 講師：甲斐 弓子氏（帝塚山大学考古学研究所特別研究員）

第420回	 3月23日（土）14:00 ～ 15:30
	 「法隆寺の瓦を求めて―聖徳太子と古代の三郷―」
	 講師：清水 昭博（帝塚山大学考古学研究所長・附属博物館長）
会場：�奈良・東生駒キャンパス2号館2101教室
　　　（第420回のみ三郷町文化センター 文化ホール）

企画展示
第11回帝塚山大学博物館実習生による
「紙季折々―紙面から昭和～平成を振り返って―」
　平成31年5月に元号が改元することにちなんで、昭和や平成に起
こった様々な出来事を新聞や関連する資料から振り返ります。今回の
展示も実習生が企画から展示までを担当します。さらに、初の試みと
して実習生が他館と交渉して資料借用も行いました。

[期 間] 1/11(金)～2/2(土)	 [入 場 料] 無料
[会 場] 附属博物館	 [開館時間] 9:30～16:30
[休 館 日] �日曜・祝日�  

※1/18（金）・19（土）・24（木）・25（金）・26（土）は休館

[展示解説] 2/2（土）15:45 ～	

�文部科学省平成 29 年度私立大学研究ブランディング事業採択
『帝塚山プラットフォーム』の構築による学際的『奈良学』研究の推進

「奈良学とのであい－帝塚山大学所蔵の古文書－」
　帝塚山大学は、奈良にかかわる資史料を収集
し、奈良の歴史・文化の研究や日頃の学生教育
に活用しています。それらのなかには、まだ世の
中に知られていない、貴重な古文書も多く含まれ
ています。今回の特別展示では、帝塚山大学が
所蔵する鎌倉時代から江戸時代にかけての古文
書を中心に、さまざまな文献史料を展示します。

[期 間] 2/9(土)～3/9(土)	 [入 場 料] 無料
[会 場] 附属博物館	 [開館時間] 9:30～16:30
[休 館 日] 日曜・祝日

Museum Announcements

附属博物館からのお知らせ

【お問い合せ先】
帝塚山大学附属博物館

Tel  0742-48-9700　 Fax  0742-48-8783
http://www.tezukayama-u.ac.jp/museum/

展示予定の古文書より
「筒井順興書状」
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「第1回帝塚山大学フォトコンテスト」を開催
　帝塚山大学では、「帝塚山大学の四季～キャンパスの夏・秋を切り取ろう～」をテーマに

「第 1 回 帝塚山大学フォトコンテスト」を開催しました。大学の両キャンパスには、豊かな
自然や草花、貴重な文化財や建造物が各所に存在しています。今回のコンテストは、これら
大学およびキャンパスの素晴らしさを再認識することを目的として企画されたものです。
　学生・教職員あわせて 300 点もの応募があり、その中から、厳選なる審査の結果、下記
20 点の作品が入賞しました。11 月 17 日の虹色祭では、奈良・東生駒キャンパスの 1 号館
ラーニングコモンズにおいて、表彰式が執り行われました。（表紙の画像）
　開催された作品展では、キャンパスの風景、樹木や草花、建物やインテリア、人物を瑞々し
い感性で切り取ってくれた 20 点の作品が展示され、多くの学生たちが見入っていました。

《審査委員》審査委員長：蓮花 一己 学長
	 特別審査員：フォトグラファー やまぐち 千予氏
	 　　　　　　（本学卒業生・PIYOCAMERA写真事務所 代表）
	 審査員：向井 篤弘 副学長、飛世 昭裕 副学長、
	 　　　　多賀 久彦 大学事務局長

【グランプリ】
撮  影  者：岩本 拓也さん（文学部 文化創造学科 4 年）
タイトル：また明日。
�大学が夏休みで学生が少ない中、今日も大学内でお稽古の日々。
今日も上手く出来なくて、悔しくて。それでも、友達や後輩と「ま
た明日！」と夕焼けの空に向かって帰宅しているときは、笑顔で
いる。そんな、いつも見ている景色を撮りました。

【特選（2 点）】
❶ �撮  影  者：Khashbat Tungalagさん� 

（文学部 日本文化学科 2 年）�  
タイトル：私の大好きな大学�  
部活が終わって帰る道から見える、
好きな場所をとってみました。

❷ �撮  影  者：鬼頭 瑞季さん（現代生活学部 食物栄養学科 4 年）�  
タイトル：夏の夕日～ TEZUKA ～�  
ここから見る夏の夕日は帝塚山大学内で1番好きな場所。なので、
TEZUKAと夕日をコラボしてみました。

【入選（3 点）】
❶ 撮影者：徳山 晴香さん
　 （現代生活学部 
　 食物栄養学科 1 年）
　 タイトル：�小さい秋見つけた〜

❷ 撮影者：部谷 美有さん
　 （現代生活学部 
　 居住空間デザイン学科 2 年）
　 タイトル：秋の通りかぜ

❸ 撮影者：林 理紗子さん
　 （現代生活学部 
　 居住空間デザイン学科 3 年）
　 タイトル：�木々から見える夕空

【審査員特別賞（5 点）】

❶ 撮  影  者：徐 玉茜さん（文学部 日本文化学科 3 年）
　 タイトル：雨のち晴れ 
❷ 撮  影  者：勢志 晃大さん（文学部 文化創造学科 2 年）
　 タイトル：孤高のカマキリ 
❸ 撮  影  者：長田 莉奈さん（経済経営学部 経済経営学科 1 年）
　 タイトル：頑張ろうと思える景色
❹ 撮  影  者：永井 菜津実さん（現代生活学部 居住空間デザイン学科 1年）
　 タイトル：いつもの風景
❺ 撮  影  者：安野 里恵さん（現代生活学部 こども学科 3 年）
　 タイトル：秋の帰り道

【佳　作（9 点）】

❶ 撮  影  者：Khashbat Tungalag さん（文学部 日本文化学科 2 年）
　 タイトル：夜まで勉強したい気分になる大学
❷ 撮  影  者：徳山 晴香さん（現代生活学部 食物栄養学科 1 年）
　 タイトル：小さい秋見つけた〜その 2 
❸ 撮  影  者：鬼頭 瑞季さん（現代生活学部 食物栄養学科 4 年）
　 タイトル：4 年間の思い出の場所
❹ 撮  影  者：木下 志誠さん（現代生活学部 居住空間デザイン学科 1年）
　 タイトル：秋の訪れ
❺ 撮  影  者：部谷 美有さん（現代生活学部 居住空間デザイン学科 2年）
　 タイトル：夏がきた
❻ 撮  影  者：三部 由美子さん（現代生活学部 居住空間デザイン学科 4年）
　 タイトル：振り向くと
❼ 撮  影  者：植田 真由さん（現代生活学部 居住空間デザイン学科 4年）
　 タイトル：見上げると。
❽ 撮  影  者：小柴 昌也さん（全学教育開発センター）
　 タイトル：窓から見える奈良盆地
❾ 撮  影  者：田中 宏幸さん（総務課・学園前キャンパス）
　 タイトル：秋

しゅう

雲
う ん

一
い ち

文
も ん

字
じ

グランプリと特選を受賞した3名の学生たち
グランプリ：岩本さん（中央）

特選：鬼頭さん（左）特選：トゥンガラグさん（右）
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■ 2019年度　学部入試日程一覧
入試制度

出願期間
試験実施日 合格発表開始 終了

（最終日消印有効）窓口受付日※1

一
般
入
試

Ａ日程
前期

1月4日（金）

1月19日（土）1月21日（月）1月24日（木）
1月25日（金） 2月2日（土）

Ａ日程
後期 1月31日（木） 2月1日（金）

～2月2日（土） 2月3日（日） 2月8日（金）

Ｂ日程 1月22日（火）2月15日（金） 2月16日（土）
2月18日（月）

2月19日（火）
2月20日（水）2月27日（水）

Ｃ日程 2月12日（火） 3月1日（金）
3月2日（土）
3月4日（月）
3月5日（火）

3月6日（水） 3月10日（日）

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー

試
験
利
用
入
試

前期 1月4日（金） 1月31日（木） － 個別学力
検査は

2月8日（金）

後期 2月12日（火） 3月1日（金） －
実施

しません。 3月10日（日）

※2 �学校法人帝塚山学園が設置するいずれかの学校（幼・小・中・高・大・大学院と短大）の卒業生も
しくは在校生、在学生の2親等以内の親族（兄弟姉妹、子、孫など）を対象とした入試です。詳し
くは入試課までお問い合せください。

入試制度
出願期間

試験実施日 合格発表開始 終了
（最終日消印有効） 窓口受付日

帰国生徒・
外国人生徒
試験

後
期1月18日（金） 2月1日（金） － 2月19日（火）2月27日（水）

外国人
留学生
試験

後
期1月18日（金） 2月1日（金） － 2月19日（火）2月27日（水）

AO入試 ３月 2月25日（月） 3月8日（金） 3月9日（土）
3月11日（月）3月13日（水）3月14日（木）

ファミリー
入試※2 ３月 2月25日（月） 3月8日（金） 3月9日（土）

3月11日（月）3月13日（水）3月14日（木）

【お問い合せ先】 帝塚山大学 入試課
Tel  0742-48-8821（直通）  nyushi@jimu.tezukayama-u.ac.jp※1 願書の窓口受付は奈良・東生駒キャンパス入試課でのみ受付けます。

　 （平日）9:00〜17:00　（土曜日）9:00〜13:00

国
際
交
流

大学通信帝塚山
University Letter 2018.12.25
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「大学通信帝塚山」 企画・編集委員会
〒631-8501　奈良市帝塚山7-1-1　 Tel  0742-48-9192　 Fax  0742-48-6092

 koho@jimu.tezukayama-u.ac.jp　URL：http://www.tezukayama-u.ac.jp/
卒業生のお問い合せ先：帝塚山大学同窓会わかみどり会　 Tel  0742-48-6157（平日10時～15時）

2
0
1
8
年
度
海
外
留
学
奨
学
生
の
紹
介

　

本
学
の
海
外
留
学
奨
学
金
制
度（
休
学

す
る
こ
と
な
く
、
学
費
減
免
＋
奨
学
金
受

給
）を
活
用
し
て
6
ヶ
月
留
学
に
選
ば
れ

た
３
名
が
、ニ
ュ
―
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ク
ラ
イ

ス
ト
チ
ャ
ー
チ
工
科
大
学（A

ra
）で
語
学

留
学
を
行
っ
て
い
ま
す
。
世
界
50
カ
国
以

上
の
学
生
が
集
う
活
気
あ
ふ
れ
る
キ
ャ
ン

パ
ス
で
、様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
に
も
参
加
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

目
標
に
向
か
っ
て
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

　

A
ra

で
の
生
活
は
授
業
で
習
っ
た
英
語

を
す
ぐ
に
日
常
に
活
か
せ
る
の
で
、
自
分

の
表
現
の
幅
が
広
が
っ
て
き
て
い
る
こ
と

が
実
感
で
き
ま
す
。
学
校
主
体
の
イ
ベ
ン

ト
が
ほ
ぼ
毎
日
開
催
さ
れ
る
の
で
、コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
良
い
き
っ
か
け
と

な
っ
て
い
ま
す
。
留
学
生
は
個
々
に
夢
と

学
習
計
画
が
あ
り
、
将
来
設
計
を
行
う
上

で
情
報
交
換
が
で
き
る
の
は
嬉
し
い
で
す
。

�

（
現
代
生
活
学
部
2
年
生　

永
田 

鈴
）

　

A
ra

で
は
3
ヶ
月
に
1
度
行
わ
れ
る
テ

ス
ト
に
よ
り
決
め
ら
れ
る
レ
ベ
ル
別
の
ク

ラ
ス
で
授
業
を
受
け
て
い
ま
す
。
私
の
ク

ラ
ス
で
は
午
前
は
グ
ラ
マ
ー
、
午
後
は
主

に
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
や
リ
ス
ニ
ン
グ
の
勉
強

を
し
て
い
ま
す
。
先
生
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
英
語
に
限
ら
れ
て
い
る
厳

し
い
環
境
に
よ
り
、
先
生
が
仰
っ
て
い
る

こ
と
を
理
解
で
き
る
力
が
徐
々
に
つ
い
て

き
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。　
　

�
（
経
済
学
部
3
年
生　

黒
山 

陽
香
）

　

今
回
の
留
学
目
標
は
、「
日
常
会
話
を
英

語
で
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
に
な
る
」で

す
。ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
来
て
か
ら
2
ヶ

月
ほ
ど
に
な
り
ま
す
が
、ま
だ
目
標
と
し
て

い
る
よ
う
な
会
話
は
難
し
い
で
す
。
で
も
、

最
初
に
比
べ
て
、
自
分
か
ら
話
し
か
け
、
相

手
の
言
っ
て
い
る
こ
と
を
理
解
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
、ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
会

話
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。目
標
達
成
ま
で

し
っ
か
り
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

�

（
法
学
部
3
年
生　

埇
田 

は
づ
き
）

心理科学研究科 心理科学専攻（心理学専修・臨床心理学専修）
〒631-8585　奈良市学園南 3 丁目 1-3
Tel  0742-41-4720［教学支援課（心理学部）］

人文科学研究科 日本伝統文化専攻
〒631-8501　奈良市帝塚山 7 丁目 1-1
Tel  0742-48-8150［教学支援課（文学部）］

お問い合せ先
■ 2019年度　大学院入試日程一覧

出願期間	1月25日（金）～2月1日（金）

締切日消印有効

博士前期課程・博士後期課程

選考日程	 2月14日（木）※	 合格発表	 2月21日（木）
※選考方法等については、右記までお問い合せください。


